
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２２年９月３０日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０那第２４号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年４月２６日 ２３時４５分ごろ 

発生場所 沖縄県竹富町竹富島東方沖 竹富島南水路第４号灯標から真方位０７１°

３００ｍ付近 

（概位 北緯２４°１９.０′ 東経１２４°０６.３′） 

事故等調査の経過  平成２２年４月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 末丸、５トン未満（長さ３.８４ｍ） 

 ２９６－１８７２８沖縄、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底部擦過傷 

 事故等の経過 

 

 本船は、船長１人が乗り組み、約２ノットの速力で竹富島南水路を北東

進中、平成２２年４月２６日２３時４５分ごろ、北西風に圧流され水路沿

いのリーフに乗り揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 約６.７ｍ/秒、視界 良好 

海象：うねり あり、潮候 低潮時 

その他の事項 本船の喫水は、船首約０.２ｍ、船尾約０.６ｍであった。 

船長は、救命胴衣を着用していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、竹富島南水路を北東進中、風波に圧流さ

れた際、風波に配慮した適切な操船を行わなかった

ことから、リーフに乗り揚げた可能性があると考え

られる。 

原因  本事故は、本船が、竹富島南水路を北東進中、風波に配慮した適切な操

船を行わなかったため、リーフに乗り揚げたことにより発生した可能性が

あると考えられる。 

 

 

 




